
「マップコード」および「ＭＡＰＣＯＤＥ」は（株）デンソーの登録商標です。

「マップコード」とは、地図上の位置を簡単に特定できるコードナンバー。
あらゆる場所を、6～10桁の数字で表すことができ、カーナビ等で利用できます。

①～⑬は、イベント実施箇所です
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② はこだてイルミネーション
元町地区の街並みと坂道のロケーションを生かしたイルミネーションによる幻想的な光の回廊で、函館の夜を美しく彩
ります。

日程：11月29日（土）～3月31日（火）日没～22:00
場所：八幡坂・開港通り（函館市元町）
問合：はこだて冬フェスティバル実行委員会（函館国際観光コンベンション協会内）（TEL:0138-27-3535）

③ はこだて駅前・大門イルミネーション
JR函館駅前から市電松風町電停までの通りをイルミネーションできらびやかに演出します。

日程：11月29日（土）～ 3月31日（火）日没～23:00
場所：函館駅前広場（函館市若松町12）
問合：はこだて冬フェスティバル実行委員会

（函館国際観光コンベンション協会内）（TEL:0138-27-3535）

④ 函館湯の川冬の灯り
路面電車で気軽に行ける温泉地・湯の川温泉で、冬を楽しむロングランのイルミネーションイベントです。
「和とモダン」をテーマとした温かな光で温泉街が彩られます。

日程：11月29日（土）～ 3月31日（火）日没～22:00
場所：湯の川温泉足湯「湯巡り舞台」から鮫川沿い道路（函館市湯川町1丁目）
問合：湯の川冬の灯り実行委員会（函館湯の川温泉旅館協同組合）（TEL:0138-57-8988）

① 知内町イルミネーション
11月から3月の冬季期間、イルミネーションの点灯を昨年から知内町中央公民館で行っています。例年道の駅で行っ
ていたのですが、より多くの人に楽しんでもらおうということで町の中心部で点灯しています。是非お立ち寄りください。

日程：11月17日（月）～3月末まで 17:00～22:00
場所：知内町中央公民館（知内町重内21-1）
問合：商工林業振興課商工観光係（TEL:01392-5-6161）

⑤ サル山温泉
函館市熱帯植物園のサル山で暮らすたくさんのニホンザル達が、温泉でのんびりする姿がみられる、函館の冬の風
物詩のひとつです。寒さをしのぐため、温泉にゆったりとつかって気持ちよさそうにしている姿をみると心がなごみます。
専用の「サルのエサ（100円)」を購入し、柵越しにエサやり体験をすることも可能です。

日程：12月1日（月）～ 5月GW前後 12月～3月）9:30～16:30 4月～5月）9:30～18:00
場所：函館市熱帯植物園（函館市湯川町3丁目1-5）
問合：函館市熱帯植物園（TEL:0138-57-7833）
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⑦ 函館七飯スノーパーク
日本最長クラス3.319mのゴンドラで山頂へ。山頂カフェ「PEAK CAFE」では、駒ヶ岳を見渡す絶景を見ながらお食事で
きます。雄大な景色を眺めながらゆったりとロングライドをお楽しみください。

日程：12月13日（土）～（予定）9:00～17:00
場所：函館七飯スノーパーク（七飯町東大沼666）
問合：函館七飯スノーパーク（TEL:0138-67-3355）

⑨ 函館八幡宮新年騎馬参拝
函館どさんこファームのホーストレッキングの安全を祈願し、毎年1月2日に行われています。北海道産の馬・どさんこ
に流鏑馬装束の騎手が乗り、本殿へと続く急斜面の石段134段を軽やかに駆け上がります。

日程：1月2日（金）12:00～
場所：函館八幡宮（函館市谷地頭町2-5）
問合：函館八幡宮（TEL:0138-22-3636）

⑥ 五稜星の夢
五稜郭公園の堀の周りが約2000個の電球で星形に浮かび上がります。
公園の周遊路を散策しながら楽しめるほか、五稜郭タワー展望台から
見下ろすのがおすすめで、眼下に浮かび上がる輝く星の形に心が揺さぶられます。

日程：12月1日（月）～2月28日（土）日没～19:00（五稜郭タワー営業は9:00～18:00）
場所：特別史跡五稜郭跡（五稜郭公園） 五稜郭タワー（函館市五稜郭町43-9）
問合：五稜星の夢実行委員会（五稜郭タワー）（TEL:0138-51-4785）

⑧ 木古内町イルミネーションロード
昨年同様、道の駅周辺にイルミネーションを点灯。1月開催の寒中みそぎ祭りのまちあかりPJにも繋がり、1月末まで
点灯します。

日程：12月16日（火）～1月末まで 17:00～21:00
場所：道の駅みそぎの郷きこない周辺・駅前通り（木古内町本町338-14）
問合：木古内町観光協会（TEL:01392-6-7357）

⑩ 寒中みそぎ祭り＆寒中みそぎフェスティバル
次回で196回目を迎える寒中みそぎまつり。2023には北海道無形民俗文化財に指定
されました。4人の行修者と呼ばれる若者が1月13日から佐女川神社にこもり、何度も
冷水をかぶって鍛錬を行い、15日には厳寒の津軽海峡の中で4体のご神体を清め、1年
の豊漁豊作を願います。期間中に様々なイベントを行う“寒中みそぎフェスティバル”も開催
され、町内外から訪れる人々で賑わいます。

日程：寒中みそぎまつり 1月13日（火）～1月15日（木）
寒中みそぎフェスティバル 1月14日（水）

場所：佐女川神社（木古内町木古内155-1）
みそぎ浜（木古内町新道）
みそぎ公園（木古内町本町）

問合：木古内町産業経済課商工観光創生室（TEL:01392-2-3131）



道 南
（渡島・檜山）

凡例 シーニックバイウェイ

関連イベント

みなとオアシス

関連イベント

「道の駅」

関連イベント

【編集】●北海道開発局 函館開発建設部（函館市大川町1-27） 道路計画課（電話0138-42-7618） 地域連携課（電話0138-42-7740）
函館開発建設部ホームページ：http://www.hkd.mlit.go.jp/hk/index.html

※天候等により、中止又は変更となるイベントがありますので、詳しくは各お問合せにご連絡ください。

シーニックバイウェイ北海道とは？
地域住民の方々と行政が連携し、地域資源の保全・改

善の取組を進め、美しい景観づくり、魅力ある観光空間
づくり、活力ある地域づくりを図っています。

みなとオアシスとは？
みなとを核とした住民参加型の地域活性化に向けた取組

や、取組の拠点となる施設、地区を北海道開発局が認定し、
地域のにぎわい創出を図るもので、道南では江差港と函館
港がみなとオアシスに認定されております。

掲載中の各種イベントは内容変更や中止となる場合もあります。
「開催の確認」をしてお出かけすることをお願いいたします。

⑪ しかべ間歇泉わくわくサンデー！！
「しかべ間歇泉わくわくサンデー！！」は、鹿部町に親しみ魅力を知ってもらうために、

月替わりで、鮮魚の販売、特産品の試食などを行い、鹿部町を紹介するイベントです
美味しく・楽しい・しかべ間歇泉わくわくサンデー！！にぜひお越しください。

日程：1月25日（日）11:00～14:00
場所：道の駅しかべ間歇泉公園（鹿部町字鹿部18-1）
問合：道の駅しかべ間歇泉公園（TEL:01372-7-5655）

744 400 093＊11

⑫ ワックスキャンドル製作体験会
シーニックdeナイトに使用するワックスキャンドルの製作体験会を実施します。どなたでも簡単に製作できますのでお
気軽にご参加ください。

日程：1月24日（土）10:00～15:00
場所：五稜郭タワー1Fアトリウム（函館市五稜郭町43-9）
問合：シーニックdeナイト実行委員会（TEL:0138-45-7576）

今年も手作りキャンドルのあかりが街をやさしく包みます。
シーニックdeナイトは国道・道道沿線、観光施設や公園などに、手づくりワックスキャンドルを設置するイベントです。
2006年から、シーニックバイウェイ北海道「函館・大沼・噴火湾ルート」の冬期観光振興のための連携した取組として始
まり、今年で21年を迎えます。
今年は、函館近郊8カ所（函館市・七飯町）で実施します。
手づくりワックスキャンドルのほのかな灯りは、見る人の心に安らぎを与え、いつまでも見ていたい、やさしい気持ちに
なります。

日程：1月31日（土）16:00～18:00
場所：函館市縄文文化交流センター（函館市臼尻町551-1）
問合：シーニックdeナイト実行委員会（TEL:0138-45-7576）

⑬ シーニックdeナイト2026in函館市縄文文化交流センター

道の駅縄文ロマン南かやべ


